
平 高 新 聞 
第４号 

発行：長崎県立平戸高等学校教務部 

平成２６年７月１８日  

夏に歩む 
校長 久家 彰夫 

 ７月１４日、鄭成功生誕の日、野球部は佐世保市

営球場で夏の大会を西陵高校と戦いました。３回表

に３点を取られましたが、その後相手の猛攻を見事

にしのぎきりました。攻撃では機動力を生かして１

点をもぎ取り、まさに監督の想定どおりの展開でし

たが、一歩及びませんでした。しかし緊張感を切ら

さず戦い抜いた精神力は、これからの人生を支えて

くれることでしょう。応援席も感動に包まれまし

た。 

 その前日、第１０回紐差七夕まつりが行われ、ふ

れあいセンターは多くの人で賑わいました。沿道に

は色とりどりの短冊や飾りをまとった笹が立ち並

び、ステージはダンスやコーラス、大正琴やバンド

演奏など盛りだくさんの出し物で盛り上がりまし

た。平高家庭ボランティア部も出店のひとつに加わ

り、手作りのクッキーやマドレーヌを販売しまし

た。途中から部活動を終えた男子生徒も販売を手

伝ってくれ、地域の方の温かい心遣いもあって完売

しました。 

 七夕の伝説では、旧暦の７月７日、夕暮れの南天

にかかる上弦の月を舟に見立て、織り姫が彦星に向

かって２日ほどかけて天の川を渡るのだそうです。

今年は８月２日、平戸港夏まつりの日。澄み切った

平戸の星空を渡る月の舟を見ることができるでしょ

うか。 

 ところで、人はいつから短冊に願いを託さなくな

るのでしょう。自分の将来は自分で切り開いていく

ことを覚悟したときからでしょうか。 

 道を拓くためには、まず歩まねばならぬ。心を定

め、懸命に歩まねばならぬ。  （松下幸之助） 

 野球部の健闘も日々の努力を積み重ねた成果でし

た。いよいよ夏休み、進路実現が目前に迫った３年

生はもとより、全生徒が自分の将来のために覚悟を

決めて一歩一歩しっかりと夏を歩いて欲しいと思い

ます。 

  

校 長 室 か ら校 長 室 か ら校 長 室 か ら 

 ７月４日（金）、「産業社会と人間」の授業の一環として、１年生が企業見学を行いました。「させぼ５

番街」、「佐世保重工業（株）」を訪問しました。 

生徒の感想 

〈佐世保重工業株式会社〉 

・昔からずっと残しているものを使いつつ、新しいことに挑戦している姿

はとてもかっこよかったです。（１－１ 男子） 

・遠くから見るとそれほど大きくは見えなかったものも、近くに行くと自

分の身長よりも大きいもので、びっくりしました。（１－２ 女子） 

〈させぼ五番街〉 

・施設を作るところから、実際に商品を売り出すまでには、たくさんの人

がかかわっていたり、すごく時間がかかっていることがわかった。

（１－１ 女子） 

・いろいろな人が楽しめるために、たくさんの工夫がされていました。仕

事でも、心がけていることは「楽しむこと」と聞いて、「なるほど」

と思いました。（１－２ 男子） 

１年生職場見学１年生職場見学１年生職場見学 

６月の出席率６月の出席率６月の出席率   ９８．１％９８．１％９８．１％   



紐 差 七 夕 ま つ り 

１日 (木) 夏季補習 夏季学習会（３年 ～８日） 

５日 (火) オープンスクール 

７日 (木) 就職アドバイザー派遣事業（３年 ～8/8） 

９日 (土) 平和学習 

２６日 (火) 夏季休業終了 

２７日 (水) 開始式 

２８日 (木) 基礎力診断テスト（１・２年） 

３０日 (金) グラウンド除草作業 

 ７月２日から７月４日までの３日間、２年生４６人が市内の事業所で職場体験

学習を行いました。事業所への挨拶、打ち合わせなど、生徒たちにとっては慣れ

ないことばかりだったようです。 

ご協力いただいた企業 中野愛児園 ホームプラザナフコ平戸店 エレナ平戸店 （有）

熊屋 （株）ニュー平戸海上ホテル 社会医療法人青州会青州会病院 株式会社林自動車 有限

会社マルセイ中部店 平戸市ふれあいセンター ヘアーサロンこんどう 平戸市民病院 特別

養護老人ホーム平戸荘 東和愛児園 獅子保育園 ファミリーマート平戸紐差店 美容室シャ

ルム 楠製菓（有） 小鳩保育園 医療法人昌友会山崎歯科 （有）かんぼストア 特別養護老

人ホームわだつみの里 津吉保育所 平戸市消防署中津良出張所 （順不同） 

 生徒の感想 

サービス業の仕事は、お客さんを気持ちよく迎えるためなど心得が必要だ

と思いました。また、食べ物を作る仕事では安全・衛生面を第一に考えなが

ら作ることと同時に、丁寧に、手早く作業することが大事だと思いました。

仕事とは自分を創造させてくれるものだと感じました。（２－１ 女子） 

看護士の仕事は、患者さんとの信頼関係を築くことが大切で、様々な場合に

対応しないと行けないので、広い知識と優しさなどが必要になると思いま

した。将来のことについて深く考えることができました。（２－１ 男子） 

子どもたちは、何でもないことですぐけんかをしていて、止めるのが大変

だったり、子どもたちと同じ目線になって考えることが本当に難しかったで

す。帰る前には園児たちからさみしいと言われ、本当にうれしく絶対に保育

士になろうという気持ちが強くなりました。（２－２ 女子） 

板金塗装は、しゃがんでの作業だったのでとてもきつかったですが、できあ

がったときはとてもうれしかったです。タイヤ交換や洗車もさせてもらいま

した。この３日間で、車の板金が終わったときの達成感やあいさつなどを学

ぶことができ、進路意識が高まりました。（２－２ 男子） 

２ 年 生 職 場 体 験 学 習２ 年 生 職 場 体 験 学 習２ 年 生 職 場 体 験 学 習 

８ 月 の 主 な 行 事 予 定８ 月 の 主 な 行 事 予 定８ 月 の 主 な 行 事 予 定 ７月１３日（日）

に、中部ふれあい

センターで第10回

紐差七夕まつりが
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た手作りのお菓子も無事、完売することができました。 


